
- 16 -

「感　謝」
有限会社 ヒートアップ　　浅　野　拓　紀

　今回初の寄稿です。私は以前アペックス産業という偉大なる会社で約１年間研修生として害虫防
除業について研修をさせていただきました。その時研修生として快く引き受けてくれた元木社長、
熱心にご指導をいただきました泉さん、竹田さん、佐々木さん、ありがとうございました。アペッ
クス産業で学んだ時間は今の私の財産になってます。
　そして富士消毒の重岡さん、ブラザー興業の原島さん、鵬図商事の芝生さん、関東薬品消毒の布
施さん、業界未経験の私に色々な方をご紹介いただきありがとうございました。

　事務所は三浦半島・横須賀ですが、お客様の多くは東京都内の飲食店のお客様が多く、開店・仕
込み前に定期点検、調査、駆除・防除施工を実施しております。
　その為、月～金は基本朝３時30分から４時出発、このスタイルが基本です。早い時間でも遅刻せ
ず出勤してくれる相方の濱田　丈、本当に感謝しております。

　弊社は飲食店様、飲食チェーン店様のゴキブリ、ネズミ、飛来昆虫の駆除・防除を主としており
白蟻や蜂やトコジラミなどの駆除は一切行っておりません。
　施工の際に一番意識をしている事。それは駆除、根絶はもちろんですが、ご依頼をいただきまし
た店舗様の厨房機器下の環境改善です。
　機器下に溜まってるゴミや食材残渣の掻き出し清掃を一番意識しております。
　新規、定期施工の際まずは徹底した機器下の掻き出し清掃から行います。その為、膝、肘がダ
メージをなるべく受けぬよう膝サポーター、肘サポーター、膝パットを着用しており、スクレイ
パー（掻き出し棒）は自分の相棒です。
　以前膝や肘からバイ菌が入り、辛く苦い経験を数回しました。

　害虫防除につきましては２回までは同じ薬剤にて施工を実施しますが、」その後も改善が見られ
ぬ場合は抵抗性がつかぬよう今後の事を考え薬剤のローテーションを行っております。
　ここ数年は牛田噴霧器の牛田社長が創作された泡防除散布機材、バッテリー動噴機材をメインに
使用しています。物凄く心強い相棒であり、駆除根絶率が安定しております。

厨房機器下の掻き出し後の写真① 厨房機器下の掻き出し後の写真②
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　現場の状態・環境が改善され良い状態の店舗様につきましては基本薬剤散布せず、目視確認、フ
ラッシング施工、監視調査用トラップ交換、機器下厨房清掃を行っております。

　ネズミ防除につきましては閉店後、集中捕獲施工を実施、トラップの回収後、機器下の清掃、侵
入経路遮断工事を行います。そこでひと手間、封鎖前に忌避剤の投入を行います。
　ライトニング消毒の上野さんが開発されたジャッキを使用し大型機器の移動を行い、機器裏まで
経路確認を行います。大型機器を移動すると穴はあるある・・・・・
　仏様、神様、ジャッキ様。ジャッキがなかったら都内のクマネズミとここまで対峙はできません
でした。
　お恥ずかしい話ではありますがここ最近横浜市内、東京都内の飲食店のクマネズミの駆除に大変
苦戦をしております。
　お店の店長や本部の方より電話があり、メンテナンスの連絡。
　閉店後の捕獲施工、侵入経路を探し防鼠工事。その繰り返し・・・
　心折れそうになる時が年に数回は必ずやってきます。
　そんな時嫌がらず銀座コリドー街の防鼠応援してくれたライトニン消毒の上野さん、毎度弊社の
見落としチェック、経路探し、防鼠工事をしてくれる関係者の皆様、本当に感謝しております。こ
の方々の応援がなければ今頃パンクしており、ルーティン業務は回っていなかったと思います。

　これから先の時代害虫獣はもっともっと耐性がついてきたりと駆除、防除に苦戦をすることが多
くなると思います。ゴキブリやネズミも我々に対してもっともっと勉強してくるでしょう。
　それでも諦めず、お客様の為に誠心誠意ベストを尽くすPCOが最終的には淘汰されず、必ず生
き残ると私は強く思います。
　父が大切に残してくれたこの会社、自分の身体が健康でベストな動きが出来る限り、現場に出つ
づけ飲食店様の害虫獣の用心棒役として一生懸命に精進しながら社会に寄与貢献していきます。

ライトニング消毒　上野代表が創作されたジャッキ 上：掻き出し棒、下：膝パット　私の相棒です

牛田噴霧器　牛田社長が開発された泡噴霧防除機材 同じく牛田噴霧器　牛田社長が開発されたバッテリー動噴防除機材
ゴキブリ防除でもチョウバエ防除でも有効的に力を発揮してくれます




